
方針項目素案 

 

章 項目 内容 

＜１方針策定の目的＞ □歴史的資産とは ・ある程度年数を経た物や活動など

で、学術的な価値や、特徴があった

り、地域に親しまれていたりするも

の 

・建造物、土木構造物、文書、民具、

埋蔵・・・・ 

 □背景（なぜ文化財や歴

史的資産を残していくこ

とが大事なのか） 

・文化財や指定されていない歴史的資

産は札幌を札幌らしくしている宝

の一つ 

・まちの歴史を知る上で、大切なもの 

・これからを考えるヒントになるもの 

・くらしを豊かにするもの 

 □目的 ・後世まで数多く継承されていくよう

に、多くの人に存在を知ってもらう 

・それぞれの立場で何ができるのか、

考えてもらえるきっかけをつくる 

・まちづくりに活かす 

      ↓ 

・歴史的資産を将来に残していく 

 □行政上の位置づけ ・アクションプラン 2015 

・文化芸術基本計画 

＜2-1 札幌市の歴史的

資産＞ 

□既知の資産 ・指定文化財・登録文化財  

・埋蔵文化財             

・ふるさと文化百選          

・景観資産              

・北区八十八選   その他 

 □調査した資産 ・建造物（分析結果とマップ） 

・土木構造物（概要とマップ） 

・歴史資料（概要と各郷土資料館の特

徴） 

 □そのほかの資産 ・未調査の分野を含め、たくさん眠っ

ているものがあるはずであり、今後

追加していきたい。 

＜２-2札幌市の歴史的

資産の特徴＞ 

□まとまり（群）をつく

る理由 

・重要文化財のように、一つ一つで価

値あるものもあるが、他と関連付け

ることにより特徴が見えてくる。 

・まとまり（群）で考えることにより、

一体感が出て全体の価値が高まる。

観光への展開もしやすい（散策、ブ
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ランド化）。 

・まとまり（群）に、標題（ストーリ

ー）をつけるとわかりやすい 

 □まとまり（群）の作成

手法 

・空間的なまとまり（区や昔の村など） 

・時代のまとまり（明治期‥など） 

・キーワード(札幌といえば‥) 

      ↓ 

・札幌らしさ、を表す群であれば、キ

ーワードを中心に空間や時代も加

味して考えてはどうか？ 

・今後も様々な要素や市民からの提案

を取り入れるなどして増やしていく 

 □キーワードの例 屯田兵 開拓使 札幌農学校 フロ

ンティア精神 お雇い外国人 和洋

折衷建物 札幌軟石 石山 石山通

り 煉瓦倉庫 りんご栽培 玉ネギ

栽培 定山渓鉄道 豊平川 アイヌ 

ビール 苗穂倉庫群 創成川 住宅 

市電 オリンピック 一番最初のも

の、西岡水源地、国鉄、牧場、鮭、温

泉、雪、食品の企業、工場、遺跡 

狸小路・・・ 

 □キーワードで関連付け

られる歴史的資産の群、

構成要素と導かれるスト

ーリーの例 

・例：開拓使関連 

・例：札幌軟石関連 

・例：屯田兵関連 

（ストーリー。概要・特徴、構成要素、

マップなど） 

       

＜3現状の課題＞ □存在が知られていな

い。 

・市内にもいろいろ歴史的資産がある

ことが知られていない。 

・掘り起こしがいる。（未調査分野も

ある。調査分野も眠っているものが

ある） 

・ＰＲが必要 

・次の世代（子どもたち）にも知って

もらわなければならない 

・あることは知っていても、価値が知

られていない。(所有者など) 

□保存の課題 ・建物では、設備などが古くなってし

まい使いづらい。 

・生活の変化や使い方に応じた改修を

したいが、法律の壁がある。 

・維持などに費用がかかる。 



 □体制・仕組の課題 ・生活の変化や使い方に応じた改修を

したいが、やり方がわからない。 

・相談するところがない。 

＜4 歴史的資産の保存・活

用の方針（基本的な方向性）

＞ 

□見つける ・掘り起こしてデータベース化 

・価値を見出す 

 □共有する ・価値の共有(普及と啓発) 

 □保存活用の推進（特徴

や段階に応じた保存をす

る） 

・そのままの形で残すことが必要なも

の、使い続けるものなど状況や性

質・価値に応じた保存をしていく。 

・まちづくりや観光へ積極的に活用し

ていく 

 □人材育成 ・関わる人を増やす、専門家やぷち知

識人を育てる 

 □協働 ・役割分担して、連携・協力してみん

なで支える 

＜4 歴史的資産の保存・活

用の方針（主な取組）＞ 

※時間をかけて取り組

む事柄と短期的にでき

ること、していること

をかき分けて両方記載

する 

□見つける（把握） ・調査 

・ストーリーを増やしていく（価値を

高める）。 

・情報を集める。 

・情報を蓄積する。更新する。 

・学術的価値、文化的価値、歴史的価

値・・・ 

 □共有する ・ＨＰや冊子などで情報提供・ＰＲ 

・情報共有の場づくり 

・学校教育への活用 

・講座など生涯学習 

・観光ボランティアや観光タクシーの

活用 

 □保存活用の推進（特徴

や段階に応じた保存をす

る） 

・相談窓口・活動団体の情報提供 

・事例の情報提供 

・費用面 

・観光資源として活用 

・まちあるきマップ・ツアー 

・研究 

・制度整備 

・所有文化財の保存(市) 

・文化財指・登録の推進 

※例示を載せる □人材育成 ・専門家の育成 

・ぷち知識人の育成 

・情報発信の担い手づくり 

・活用の担い手づくり 

・ヘリテージマネージャーの活用 



 □協働 ・行政（指定、制度整備、・・・・） 

・所有者（保存の主体。維持管理、協

力・・・） 

・活動団体（   ） 

・企業・事業者（    ） 

・専門家（   ） 

・住民・利用者（参加、利用、伝える） 

＜５ 今後に向けて＞   

 

＜別冊＞ 

・事例（リノベ、修理・・？） 

・活動団体リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


